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1. 運搬上の注意

雨といの取り扱いのご注意

2. 保管上の注意

（カラーパイプ）

安全上の注意 安全かつ適切に使用していただくために、必ずお守りいただく
表示と意味は以下の通りです。

●手袋を着用
作業時は、けが防止のために、必ずすべりにくいゴム引き
手袋を着用してください。

●管の上には乗らない
塩ビ管の表面は滑りやすく、事故の原因になるので、管の
上には乗らないでください。

●取扱はていねいに
トラックへの積み込み、積み降ろし時には、塩ビ管を投げ
込んだり、引きずったりしないでください。管の傷つき、
破損防止ケガ防止のためにていねいに扱ってください。

●管の吊り上げ吊り下ろしに注意
クレーン付トラックなどを使用するときは、ケガ防止の
ために吊りバランスに注意してください。

●安易な荷扱いは危険です
塩ビ管は、大口径管あるいは管の結束単位によっては重く
なります。ケガ防止のために、荷扱いには注意してください。

●運送中の荷くずれ防止
ロープのゆるみやはずれによる管の落下等に十分注意して
ください。

この表示を無視して誤った取り扱いすると、使用者が死亡、または重傷を負う危険性が想定される内容が記載されています。警   告

この表示を無視して誤った取り扱いすると、使用者が障害を負う危険性が想定される内容及び物的損害の発生が想定される内容が記載されています。注   意

注   意

●クッション材を活用
管の傷つき、変形防止のためにトラックの荷台との接触
部、ロープの固定部などには、クッション材をあててく
ださい。

注   意

●屋内に横置き
塩ビ管の反り、変形防止するため、平坦な場所に井げた積
み、または千鳥積みにして保管してください。
また、端部には必ず荷くずれ防止の端止め材を施してくだ
さい。

♦屋内に横置き
　（呼び径 150 以下）

1m以内1m以内1m以内

不透明シート
端止め板

角材( 約10cm)
1m以内

1.
5m
以
内

●立てかけ保管の場合
やむをえず立てかけ保管する場合は、安全確保のために、
ロープがけなどの転倒防止策を施してください。

●屋外保管の場合
屋外で保管する場合は、塩ビ管の反りや変形などを防止す
るために、簡単な屋根を設けるか、不透明シートをかけて
直射日光を避けるようにしてください。シートがけの場合
は風通しがよくなるように注意してください。

●継手の保管
継手の変形やよごれを防止するため、屋内保管を原則とし
てください。特に、高温　囲気下（夏場の車内等）は、継
手が変形するおそれがあるため、さけてください。

警　告
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3. 施工上の注意

4. 塩ビ管・継手廃材について

●　水試験
硬質塩化ビニール管路の漏れ試験及び耐圧試験を行う場合
は必ず水圧で行ってください。空気圧試験は、継手が飛ん
だり破片が飛散する場合があり、たいへん危険です。

警　告

注   意

●適切な工具の使用
正しい施工と安全のために、切断・せん孔・接合などの作
業に用いる工具は、適切な仕様品を選択してください。ま
た、それぞれの取扱説明書の内容十分理解したうえで使用
してください。

●接着接合時の注意
接着接合にあたっては、接合後の管路内の換気を充分行っ
てください。接合後管路を密閉状態にすると、ソルベント
クラッキングという接着剤中残在溶媒蒸気によって塩ビ管
に小さな亀裂が発生する恐れがあります。特に冬期配管の
場合は媒体が蒸発しにくいのでご注意ください。
また接着接合では、熱伸縮による管の抜けや破損を防止す
るために、伸縮継手を設置してください。
接着剤は塩ビ用接着剤（エスロン接着剤 No73）をご使用
下さい。

●有機薬品に注意
塩ビ管・継手は、有機溶剤に対して材質的に侵されるおそ
れがあります。クレオソート（木材用防腐剤）、シロアリ
駆除剤、殺虫剤、塗料などに接触させないでください。
また、管・継手が浅く埋設されている場合、これらの化合
物を地面にこぼすと地中の浸透して管・継手が侵されるこ
とがありますので、十分注意してください。
例えばポリエチレンチューブで保護してください。

エスロンパイプ ポリエチレンチューブ

●生曲げの禁止
管の生曲げを行うと歪みが残り、破損事故の原因となる恐
れがあるので、管の生曲げは行わないでください。曲がり
配管を行う場合は、必ずベンドなどの継手を使用してくだ
さい。

●現場での加熱加工は禁止
施工現場での管の加熱加工は、管が焦げたり焼けたりして、
強度が低下する恐れがあるので、決して行わないでください。

●塩ビ管・継手のねじ切りの禁止
塩ビ管はノッチ効果が大きく、亀裂や切り欠きがあると強
度が低下するため塩ビ管・継手に直接ネジを切らないでく
ださい。

●シーリング剤の使用
配管が壁、床等を貫通する際に使用されるシーリング剤に
は、硬質塩化ビニル管・継手に悪影響を及ぼす可塑剤（フ
タル酸エステル、DOP 等）や有機溶剤（キシレン、トルエ
ン等）を含む物（ポリウレタン系シーリング材等）があり
ますので、成分をご確認の上ご使用ください。

（推奨商品：積水フーラー社製　シリコーン系シーリング材、変性シリコーン系シーリング材）

警　告

●現場焼却の禁止
塩ビ管・継手は現場焼却しないでください。
有害な塩化水素ガスが発生し、たいへん危険です。

●法令に従った処理を
塩ビ管・継手の残材や使用後の廃材の処分は、法令及び地
方自治体の条例に従ってください。なお、残材や廃材は
ハンマーなどによる破砕は、破片が飛散し危険です。
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